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企画に当たって 三村　洋美（昭和医科大学認定看護師教育センター）
保助看法とは何か 下山　節子（元 NPO法人日本看護キャリア開発センター）

1．看護師の特定行為の創設の経緯と意図 
 有賀　　徹（戸田中央メディカルケアグループ本部／労働者健康安全機構）
2．特定行為が実施できる看護師のバックグランド 永谷ますみ（藤田医科大学病院 FNP室）

3．看護師特定行為研修の現状と課題 村上　礼子（自治医科大学看護学部）
4．特定行為の範囲と実施プロセス 多久和善子（昭和医科大学認定看護師教育センター）
5．看護師の特定行為実践とタスクシフト 
 阿部　雅紀（日本大学医学部内科学系腎臓高血圧内分泌内科学分野）
6．透析室で実践する特定行為看護師と医師との連携 濵本　育代他（聖隷沼津病院透析センター）
7．腎不全看護領域の看護師の特定行為の可能性 内田　明子（クレドさとうクリニック）
8．診療看護師の行う特定行為のメリットとリスク 田村　文子他（東京女子医科大学病院）
9．透析管理の特定行為における安全管理の実態と課題 
―診療看護師としての実務から 後藤　修司他（宏潤会大同病院診療部 NP科）

コラム：透析医療施設における特定行為に類した高度な実践 
―資格だけに依らない実践を支える組織を目指して 吉村　　瞳他（埼友会埼友草加病院看護部）

　　　：特定行為と診療報酬―現状と今後の可能性 
 川原千香子（帝京大学シミュレーション教育研究センター）

　　　：問われる看護の「質」と「量」 下山　節子（元 NPO法人日本看護キャリア開発センター）

特集／透析医療と看護師の特定行為―看護師の役割拡大

 （編集の都合により掲載内容が若干変更となることがあります）

OPINION 伊丹腎クリニック 伊丹　儀友

特集●透析患者の栄養評価と栄養支援―現状と今後の展開

1．総論：透析患者における栄養評価法の現状と今後の展開 
 福島県立医科大学腎臓高血圧内科学講座／会津坂下腎栄養アカデミー 細島　康宏
2．GLIM基準 新光会村上記念病院栄養科 北林　　絋
3．悪液質 市立湖西病院腎臓内科 加藤　明彦
4．サルコぺニア 近畿大学奈良病院　内分泌・代謝・糖尿病内科 森　　克仁
5．認知機能低下 奈良県立医科大学腎臓内科 鶴屋　和彦
6．口腔および摂食・嚥下機能 聖隷浜松病院腎臓内科 三崎　太郎
7．消化管機能 名古屋市立大学医学部附属西部医療センター消化器内科 大島　忠之
8．栄養摂取状況 おさふねクリニック 市川　和子
9．QOL評価 東海大学医学部衛生学公衆衛生学領域 栗田　宜明

10．患者報告アウトカム尺度 矢吹病院腎臓内科 伊東　　稔
コラム：家族支援が困難な透析患者への対応 昭和医科大学認定看護師教育センター 三村　洋美
　　　：経済的に困窮している透析患者への対応 舞鶴正峰会クリニック 江上　　豊
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